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2025年度

事業実施上の課題

（事業担当者記入）
施設整備にあたり、事業調整等を行う建設課職員のマンパワーが不足している。

評価結果の根拠

及び今後の課題

（担当課長記入）

対象地は、東部の居住者や来訪者（サーファー・校区行事等）などが頻繁に往来する場所であるが、駐車場やトイ

レ等を整備することで利便性が図られる。

また、本市内でのバスツアー等、東海岸に休憩場所が無かったため、地域資源を効率的に活用できなかったことも

あり、今後、改善が期待できる。

R7年度の施設整備に向け、各関係部署との調整作業を進めていく。方向性

事業の意図
対象地は、東部の居住者や来訪者（サーファー・校区行事等）などが頻繁に往来する場所であるが、駐車

場やトイレ等を整備することで利便性が図られることで、観光・交流の振興につながる。

事業の実績

と成果

取組内容
編交付金時に必要な概略設計への対応及び用地買収に係る校区との調整作業をR5～6年度に実施し、R6年度

以降に補助対象となる実施設計、R７年度に工事を行う。

成 果 R6年度に土地購入、測量設計を滞りなく終了することができた。

事業名 現和地区トイレ整備事業 総事業費 13,766 千円

長期振興計画

の位置づけ

施策名 観光・交流の振興

基本事業名 文化歴史資源を活用した観光の推進


